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予告 ∞∞◇∞「 ヒマラヤの彼方へ」講演 と映画の会 ∞鉾鉾Ю

インド●ヒマラヤの第一人者であるJ. シン氏

(エア・ インディア、登山。トンソキング部長)を むか

え、水野勉氏 (中央アジア研究家 )の講演もお願

いし、下記のような日程で講演 と映画の会を 開

催 します。多くの皆様の参加をお願いします。

主な内容

講演 「 インド・ ヒマラヤの魅力」J. シン氏

(資料配布・ 通訳つき )

講演 「 シルクロー ドの山と人」 水野 勉氏

(東京・ 小山 。郡山のみ )

映画i シルクロードまたはヒマラヤの映画

入場料 大人500円、学生 300円、小人200円。

入場券は各地区責任者を通 じて購入して下さい。

HAI名 古屋に代金をそえてお申し込みいただけれ

ば郵送 します。 2,000円 までは切手で結構です。

入場券の送料は i國LJで負担 します。

会場ではヒマラヤやシルクロー ド関係の資利も

発売 します。また、これらの地域への旅行や登山

のご質問にもお答えします。会場へは早目におい

で下さい。

日  程 (A)講演と映画の会

7月 24日 (日)17時 00～ 19時 30「 名銀ホール」

7月 25日 (月)18時00～ 20時 30レクラ会館 大会場」

7月 26日 例 18時∞～20時 30日阻1商直会罰所会館」

7月 27日因 18時00～20時 30「 八戸商工会館 」

7月 30日 0 14時00～ 16時 30「 帯広市勤労者福祉

センター」

7月 31日 (日)18時 00～ 20時 30「 旭 ll市民文化会館」

8月 1日 い)18時 00～20時 30「 北海道新聞社ホール」

8月 3日 因 18時00～20時30「 日本交通協会

     大会議室」

その 3 ・……………
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立 15周年 H&Sプ ラン

***************砂 に埋もれた歴史と世界の屋根 *****計 画 ****

ヒマ ラヤとシルクロー ド大作戦 .′

日本ヒマラヤ協会の15周年記念として、この雄

大というか、無謀というか、また、ヒマラヤニス

ト、西域病患者の夢を実現するものといおうか、

ヒマラヤを登 りながらぐるりとシルクロードをひ

とまわりしようという計画を立てました。期間は

約 4年。参加者300余 名。費用約 2億円。

参加資格は日本ヒマラヤ協会々員であれば誰で

もコースとパーティに応 じて参加できる。子供、

結構 .′ 老人も歓迎 /女性はもちろん大歓迎 .′

≪ コー ス≫

中国の北京を出発した HAJキ ャラバン車は、

トルファン(敦爆 )か らコータンに入リタクラマ

カン砂漠に入ってヤルカンドに抜ける。別動隊は

チャムドからラサを通 り、エベレス トの北面にせ

まるというチペット経由。

この隊は本隊とヤルカンドで合流する。

天山山脈を越え、ソ連領中央アジアのアルマア

タヘ出る。 3月に北京を出発 した隊がここへ着くと

もう7月になっている。 これまでの踏査と登山の隊

がパ ミールの高峰、コムニズム峰に登 っている予定

なのでこのあた りの事情はよく分 っている。

～～ 冬のイラン・ トルコヘ ～～～～

一路西ヘシルクロー ドを走 り、 タシュケント、

ブハラそ してインドに入る。 イラン富士 "ダマ

ベ ンド山に登頂 し、テヘ ランに出る。

ここか らトルコのノアの箱舟が流れ着いた とこ

ろの伝説のあるアララット山に冬期登山する。

テヘ ランに帰 り、アジアハイウェーをアフガニ

スタンヘ走る。冬のアフガニスタンはまた格別の

エキ ゾシズムがただよう。

カイバル峠 を越 えパキスタンに出る。不老長寿

のフンザ王国を訪ねる。

ラホールからデ リーに出る。登山隊はカシミー

ルの名峰、ヌンやサセルカンリに少人数短期登頂

を試みる。

ラダックやザスカールの秘境 を少人数パーティ

に分れて踏査する。
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～～ 8,000m峰 登頂 ～～～～

1981年 に 8,000″ 峰をね らう。 この登山 の 前と

終 ったあと、インドに出て、ガル ワルヒマラヤの

山で速攻による登山をおこな う。

2度 目の正月をアッサムでむかえる。ブータン

か ら再びアッサムヘ出、困難なルー トを通 って ビ

ルマ北部か ら南下 し、ラングー ンヘ出る。そ して、

タイのバ ンコックヘ出てここでこの長い長いキャ

ラバ ンを終了する。

≪パーティ≫

全域踏査隊は 4～ 15名、マイクロバス 1台 、ジ

ープ 2台 を使い リンー式に踏 査。

この間、このキャラバン隊に合せて図の←―>で

示 している地域 と期間に10～15名 の小パーティを

日本より送 り出 し、 7日 ～ 3カ 月の間行動を共に

する。別動隊の登山隊もこの時期に合せる。

≪費 用≫

一人一率60万 円位とする。ただし、登山隊はプ

ラスαとする。事前準備費も含まれる。

全区間をA～ Eに 分けて準備委員が計画を練る。

≪何をやるか?目 的は?≫

ヒマラヤとシルクロー ドの車による一周

8,000″ の小人数短期登山

未知の山の登山へ速攻

冬のアフガニスタン、雪のシルクロー ド

アジアハイウェーの調査、車と人 との熱意

ヒマラヤとシルクロー ドの人、自然、虫、動

、植物、水、・……………。

ど、参加者が専門に応 じて何かをや ってみる。

一 ッとあの広大なチベ ット高原を跳めるだけ

るものに皆んなでしてみたいものである。か しこ

い人には出来ない大きいことを。かといってマン

ザラ馬鹿ではもちろん不可能なことを。

実に難問が山積みしているような気もします。

そして、何か大きい夢を見ているような気がしま

す。 しかし、やってみようではありませんか。す

でにこの 7月 にはHAJパ ミール隊が出発します。

そして、 8月 にはHAJの カシミール・ ツアーの

人たちもカシミールとラグックヘ旅立ちます。 も

うこのヒマラヤとシルクロー ド大作戦は動きは じ

めているのです。

皆さんのアイデア、ご意見を聞かせて下さい。

〈0〉
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で ってもよい。 とにか く、面白いや りがいのあ

く日 程 案 〉
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ヒマラヤとシルクロー ド大作戦 (H&S Plan)
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H&s調 査 隊 計 画 案

H&Sキ ャラバン隊は、'79.1頃 、バンコクを出発。その後ビルマ、アッサム、シッキム、ガルワル、ラタシク
カシミー′ス パキスタン、アフガニスタン、イラン、 トルコ、ヨーロッパ、ソ連、中国、そしてビルマと、ユーラ
シア大陸を巡る予定である。また、上記各調査隊はキャラバン隊と各地で合流し調査を行 う。
なお、詳細な日程は H&S委員会で検討 し、順次「 ヒマラヤ」で発表する。

-3-

調 査 隊 名 年 月 期 間 費 用 概 要

ラ ダ  ッ ク ① '77. 8 30日 間 45万 円 レーの南の山への トレッキング

第1回 ヒマラヤ登
(ガ ル フ ー

山学校
ル )

'z7.to 21日 間 約 54万円
JACと 合同 (HAJ協賛 )短期間での
山を登る

ネ パ ー ル リ レ ー

ト レ ッ キ ン グ ①

②

77,

78.

2

12

1

2

3

28日 間

28日 間

約 40万 円 カンジロバ地域

ダウラギリ地域、アンナプルナ地域

パ キ ス タ ン '78. 4 28日 間 フンザとチ トラルの旅

ラ ダ ッ ク ② '78. 7 28日 間 約 50万 円 ザスカール山群を踏査

第 2回 ヒマラヤ登山学校
(カ シ ミ ー ル )

'78. 8 30日 間 64万円 ヌンの登山

シ   ッ  キ   ム '?8.t0 18日 間 約 35万 円 シッキムの トレッキ ング

ビ ル ' 28. lo 10日 間 約 30万 円 -?ylv-\ 7//-y
ネ パ ー ル リ レ ー

ト レ ッ キ ン グ ③

④

' l\.lt

'zB.12
'zg. I

28日 間

28日 間

約 40万 円 ガネッシュ●マナスル三山地域
ランタン・ ジュガール地域
ロールワリン地域
エベ レス ト地域

ブ ラ マ プ ト ラ 河 '79. 3 約 2ケ 月 約 60万 円
ブラマプ トラ河源流を遡行する
民族学的調査

ネ パ ー ル リ レ ー
ト レ ッ キ ン グ ⑤

'79. 3 29日 間 約 40万 円 バルン、ルンバサンパ地域

ガ ンジス川 の川下 り '79. 4 約 2ケ月間 約600万円
(総 計 )

リシ・ガンガよリジョじ々 ―卜を経てアラクナ
ンダ河よリハルドワそしてベンガル湾まで
ゴムボートで下る

ネ パ ー ル 花 の 旅 '79. 6 約 20日 間 約 35万 円 花の香 りがい っぱいのランタン谷へ

カ シ ミール花 の 旅 '79. 7 約 20日間 約 40万 円 花を見ながら小登山を楽しむ

ア フ ガ ニ ス タ ン '?g.lo 約 20日 間 約 40万 円 fi\,o)'ytvtp-Foffi.
インド・サイクリング の旅 ' Tg.lt 約 3ケ 月 約300万円 ラダックよリマナリヘ抜けデリーアグラ・

ベナレス・ カルカッタ・ ナバプール・ ボン
ベイ・バンガロール 終点はケープロモリン

イ フ ン ' 7g.lt 約 20日 間 約 45万 円 ダマバ ンド山の登山

ト ル 'zg.l2 約 20日間 約 45万 円 アララット山の登山

ネ パ ー ル リ レ ー
ト レ ッ キ ン グ ⑥

'80. 1 za EFd 約 40万 円 カンチェンジュンガ地域

シ ル ク ロ ド '80. 3 20日 間 約 45万 円
サマルカンド、ブハラ、アルマアータなど
天山山麓の旅

モ ン ゴ ル '80. 4 15日 間 約 40万 円 ウランバー トルとその周辺

ビ ル '80. 4 10日 間 約 30万円 北奥のカチン高原への旅



H&S予 算 案 (総額 1億 7千万円 )

事 務 局 関 係 (7∞ 万円 )

事 前 調 査 (220万円 ) ☆ 現地渉外にかかる費用、渡航費など

1名 ×2回 ×40万 =80万 円

l名 ×2回 ×40万 =80万 円
l名 ×1回 ×60万 =60万 円

ソ 連 ・ 中 国
インド・ アッ‐ナム・ ビルマ

アフガン・ トルコ・イラン

車 両 関 係 費 (1,260万円 )

マイクロ●パス (M・ B)1台 (6～ 9人用 )150万 円 (新 車 )+ 50万円 (改造費)=200万円

ジ ー  プ  2台 (ランドローバー型 )300万円×2台 (新車)+ 50万円 (改造費)=650万円

装  備 費  10名 × 15万円=150万円   車両保険費  5万円×3台 =15万円

輸  送  費  20万円× 3台 = 60万 円   カレネ保証金  30万円×3台 =90万円

予 備  費          95万 円

キャラバン隊費 (2,530万円 )(5名～ 15名 =平均 8名 )

ガソリン代 (オイル含 )02/価 × 5万L× 3台 × 150= 450
生 活 費     103/日 ×800日 ×8名    =1,920
保   険     10万 円 ×8名  =  80万 円
通   信 (電報、電話などを含む )   10万 円

登山・ 調査隊費 1億 2,210万円 )

延参加者 300名 ×平均 40万円=1億 2千万円、 予備費 210万円

円
円

万
万

医   療
通関。手続

20万円
50万円

人 件 費 360 (trFL 専従 l名 010万×36ケ月 (MAR'■21=二旦上壁 )

通 信 費 100 切 30 70

事 70 3 C- etc.
交 通 費 100 集 5 × 2 ×

集 会 費 150

田

谷

田

喜川

神

依

(柴 田

(善 行 )

(岩 水 )

「
~
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HAJ関 係 行 事 一 覧 表 (自 1977.10至 19805)

年 月 ハ ミ ~ル カラコルム カシミール カ ンチ H&S +'?2,,, H&S委 WЧ 集会 理事 会
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3
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8
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8
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私 と ヒ マ ラ ヤ

小 林 英 見 (HAJ理事 )

私は前回 (19η～1971)、 ネパール・ ヒマラヤ

ヘ遊びに行ったとき、若い仲間達とこんな会話を

した。

山から降 りてきて、天幕生活ももう二、三日で

終ろうとしたときだった。天幕の中で、お互いに

楽 しかった想い出に花を咲かせながら、「 もう一

度是非 ともヒマラヤを歩く積 りだ」との若い仲間

の言葉を羨やましく思いつつ、私は残念にも60才

を越えている健康に考えが及ぶと、私にとっても

う一度 という言葉が日の端にどうしても出し得な

かった。むしろ、これが私の山歩き人生の大きな

最後の贈 り物で、あとはポチポチ日本の山々を歩

いておられればよいのだ。幾らなんでも二度と国

外の山歩きができるとは思えなかったのが、その

ときの偽 りのない心境であった。

ゴザインクンドの トレッキングから帰ってから、

「 続・ 山のたわごと」を出版したあとも、山歩き

を続けていたので、山への憧憬は年齢をとればと

るほど、さらに熱が入ってきたように思えた。国

内に登山熱が満ち温れる時代がそうさせたのかも

知れないが、体力もまだまだ山歩きに耐えられそ

うだった。

そして、その結果が、降って湧いたように突然、

インドヘ翔ぶチャンスが現われてきた。

「 ヒマラヤ」誌上にカシミール、ラダック情報

が載 った。ラダックが何十年振りかで外国人に公

開された秘境だという。

未知への興趣が私に再び外地への欲望をかき立

てた。私の心の中で、ラダックの山々への憧れが

風船玉のように膨れあがっていった。もう一度ネ

パールヘ行きたいと思っていた願望が突然にラダ

ックに変った。
・ 秘境ラダック〃 ''"秘境 "と いう活字に魅せ

られた訳で、該地域が一般旅行者に開放された翌

年の1975年 夏、私はチベッタンの開放地区唯一の

都、ラダックの主都「 レー」とその周辺の風物遺

蹟、さらにまだ見ぬ山々を訪ねることになった。

元来、夏には弱い私が仕事のやり繰 り算段をし

て、日本よりも暑いインドを経て北辺のラダック

まで足を伸ばしたのは、 "秘境 "と いう文字の魅

力に駆られたのが大きな原因であったが、「 ヒマ

ラヤ」誌上でのP.R.が大きく影警したのも群め

ない。

当初は HAJの ラダック計画に参加するつもり

だった。 しかし、日程の都合がつかず、結局、他

の旅行社が募集 したカシミール、ラダックツアー

に加わることになり、友人と2人で申込んだのだ

が、山を歩きたいという女性が1名 いたので、 3

人で或る日時、或る地点だけ別行動をとるという

約束で、この観光グループの一団とともに羽田を

出発 した。

出発前、HAJの沖理事、黒沢さん等からラダッ

ク、カシミールの情報を何かと教えて貰ったが、

何しろ限られた僅かな日程であるのと、観光が主

目的である団体であるので、山を歩く日数が幾日

あるかを計算 してみると、精々、歩くより望み眺

めてくるだけで満足 しなくてはなるまいとも考え

た。一番ゆとりのある日時は 'レ ー "の 正味 3日

間だけだが、この日数で何処まで足を伸ばすこと

ができるか、また、許可をとることができるかど

うか、まことに心許ないものだった。

沖理事は、短期間で山を歩くつもりならカシミ

ールの方がよほど手軽だ、レーまで行くこともな

いと云われたが、未だ見ぬ秘境ラダックを一日見

ておきたい、山を歩きたい、秘境の観光もしたい

と、まことに欲ばった考えで、総ては現地へ着い

てからと、中途半端な思いが先になって準備を進

めてしまった。

前述の通 り観光主体の団体なので、カルカッタ、

デリー、スリナガール等、都会の宿泊が多く、全

日程14日 の中、 6日 を費や して漸くレーに到着、

山やには勿体ない日時の労費だが、承知の上で参

加したのだから止むを得ない。

レーでの 3日 間と、帰途 ソナマルクでグループ

と別れて、その周辺の山を歩くことにして羽田を

発ったのは 8月 2日 の午后だった。

羽田からカシミールまで

第■日:ハ ィジャック防衛のためか、機内持ち込

み品の検査が厳重である。悪い奴が多いので乗客

は勿論、係員も迷惑この上なしだ。
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空港で同じ航空機でインドヘ向かうという青柳

健さんに逢 ったが、機内でマラリア予防薬を貰 う。

一錠で7日 有効とのことで、 6錠貰ったので友人

に分ける。 "マ ラリア "ま で気がつかなかったが、

暑く非衛生の地域に行くのだから、なるほどこの

位の用意はしておくべきかも知れない。ありがた

く服用する。

香港では30～40分 の降機時間があり、疲れた腰

を伸ばす。 しかし、暑いのには閉口だ。やたらに

喉が渇く。癒そうと思って飲んだ水は生ぬるく味

も悪い。いまさらながら日本の水の旨さを覚える。
バンコックでもう一度給油のため着陸したが、

美しい街の夜景を窓外に望むだけだ。外気温はホ

ンコンよりも高いそうだ。

カルカッタに着いたのは21時 (日 本時間で 0時

30分 )羽 田を発ってから約12時間。

ダムダム空港から宿舎のオベロイグランドホテ

ルヘバスで直行。真夜中に近い時間なのに通行人

の多いのに感心する。人口の多いインド、貧乏人

の子沢山、人口は増える一方だが、農作物を含め

て産業の伸展がはかばかしくいかないインド。 ど

ういう訳か産制は不評のようだ。

一日の疲労が ドッと出てきて、ホテルのベッド

もう後何日と、毎日、指折り数えて子供たちに笑

われているこの頃である。思えばヒマラヤ誌上でパ

ミール隊員募集を見てから何力月たったろう。その頃、

父が病気で臥せていた。今日明日が知れない状態

だった。行きたい、行こうか、行くまいか、もし

も留守中に父が………と思ったりした。 うぢうぢ

している中に申し込み期限が過ぎてしまった。

だが、新年になってもまだ追加募集が小さくの

っていた。見逃すはずがない。どうしよう……行

きたいなあ、この機会を逃 したらおそらく一生見

ることのできないところだ。

酒を飲んだら「 行きたい、行きたいなあ」と、

おだをまいていた。家内や子供たちが、「 行った

ら〃飛行機落ちてもいいよ、保険さえうんとかけ

といてくれたら」とけしかける。家では明日が知

れない病人、職場では毎日毎日、夜8時、9時 にな

でグッスリ。

第 2日 :焼 きざましで固くなった トース ト、気温

が高いので溶けそうなパター、 リンゴジャム、 ト

マ トジュース、紅茶、これだけの品を盆に戴せて

午前 3時50分、ポーイが朝食だと云って室に運ん

でくる。昨夜といっても1時 を過ぎていたので、

3時間も眠っていない。睡眠不足の舌には義理に

も旨さを感 じさせてくれないのは無理もない。無

理矢理に胃袋に押 し込んで、ダムダム空港を飛び

出したのは 6時 10分。 6時半に機内でもう一度朝

食が出る。パン2個、パター、ジャム、紅茶、そ

れだけだ。紅茶だけは幾らでもお代りをくれるが、

まことに粗末な朝食である。
ニューデリーの空港には約 2時間、8時に安着。

バスでアショカホテル、 到着して荷物を室におくと

またも朝食だという。朝食が 3回 とは恐れ入る。

若い人ならいざ知 らず、私にはそんなに食べられ

る筈がないので果物だけを食べる。流石にこのホ

テルはデリー→随一を誇るだけあって豪華である。

今日は一日観光で街をガイドつきで案内される。

街中では、色々と面白いハプニングがあったので記

事にしたいが頁数にゆとりがないので割愛する。

(つづく )

中 西 喜 和 男 (HAJパ ミール隊 員々 )

る忙 しさ、えい/ま まよと決心 して増田さんに電

話をし、さらに上司に 7、 8月 中の休暇を申し出

たのが 1月 中旬だった。私を思い切らしたのは、

「 もし万一の事があっても立派にお葬式はします」

と言ってくれた家内の一言だった。

病気だった父も亡くなり、虚脱の日々も過ぎ去

って、一歩一歩、一生で最もぜいたくな日に近ず

きつつある。何故ぜいたくな日かと言うと、大き

すぎて簡単には言えないが、山へ行って山へ登 ら

ない。山とじっとり向い合って山 と人との恋を語

ってくる日々となりそうだ。雪を頂いた大きな大

きな恋人たちと、登りたい山に登 らず、山と来る

日も来る日も語ってくる。

これ以上のぜいたくがあろうか………。

(昭和 52年 6月 18日 )

(つづ く )

てし“
」一刷を行〓ｌロ

レノ

一
ミヾ

、
ノ
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H&Sの 宗 教 (その 1)
プ ロ ア ス タ ー 教 (ZoroastrhliSm) 岩 水 竜 峰

開 祖                    あって善神に味方するもよし、悪神に奉仕するも

ゾロアスター教はイランの予言者ゾロアスター  よし、その選択は自由であった。

を開祖とする古代イランの民族宗教である。彼は   人間の生涯は、現世での生活と死後における霊

20才で世俗的欲望を断ち、家を捨てて放浪と隠遁  魂とに分けられ、死後の運命は現世での行動によ

の生活を始め、人生の諸問題、世の神秘を解こう  って決定される。生前の行為はすべて「 生命の書」

と、10年間苦悶を続け、30才 で神から啓示を受け  に書きとどめられ天上に保存され、悪業は、その

たとされる。神とは「 アフラ●マズダ」である。  行なった善業の分だけ相殺される。霊魂は天国に

彼の生存世代は不明であるが一応、前660年～前  通ずる「 審判者の橋」に達 し、そこで生前の行為

583年 が有力である。 アケネメス朝ペルシャ時代  の判定を受ける。霊魂は、もし、善業が悪業より

から、ササン朝ベルシャがイスラム教徒に滅ぼさ  多いと「 天上の楽園」へとそのまま進め得るが、

れるまで、イラン人の精神生活を支配した。    逆の場合には地獄へ堕ちて永劫の苦 しみを受ける。

経 典                     さらに、ゾロアスターはアフラ 0マ ズダが全軍

アヴェスタ (Avesta)、 現存するこの経典は、  を率いて、アングラ●マイニューの軍隊と最後の

ゾロアスター教を国教としたササン朝時代に行な  決戦を行ない、これを撃破 して勝利を収め、その

われ、完成したのは 6世紀頃である。内容は 6つ  結果「 神の王国」「 善の王国」が建設され、そこ

の部分 (祭儀書、小祭儀書、魔除の書、天使への  には太陽が永遠に輝き、信者はアフラ●マズダ。

讃歌の書、小祈蒔書等 )か らなる。特に祭儀書の  大天使 。善霊とともに幸福な生活を送ることがで

中に含まれる「 ガーサ」(ゾ ロアスターの直接の  きるとされる。そのために信者は、天国に生まれ

言葉、教え )が重要である。これは、最も神聖な  ることを願い、善思者・善語者 0善行者になるよ

核をなす部分で、すべてが詩文で書かれている。  う、日夜、努めるとされる。

教 ぇ                    歴史的発展

ゾロアスターの教えは、原始アーリア人に共通   ゾロアスターの教えでは偶像崇拝は禁ぜられ、

した火の崇拝、および善神と悪神を基礎として説  その礼拝の対象はアフラ●マズグを象徴する祭壇

かれている。特に火はアフラ。マズグの子とされ、 上の聖火であったが、この聖火の祭壇が発展して

さらに火の清浄・ 輝き。活力 0鋭敏・潔白・生産  拝火寺院となり、そこで経典が読誦されて大小の

力のゆえに、神の最も完全な象徴とみなされてい  祭儀が行なわれ、信者は象徴的な乳 0水 oバ ンに

る。また善 。悪神は、インド・ アーリア人におけ  あずかった。また、火葬・ 土葬・水葬は不浄の行

る、デーヴァ(善神 )、 アフラ (悪霊 )に 対 し、  為とされ、屍体は「 沈黙の塔 」と呼ぶ塔上に放置

イラン人は、ダエーヴァ(光の神々 )、 アフラ(  された後、その遺骨は「 蔵骨器」に収められた。

主なる神 )を示 したが、ゾロアスターは、このア   イランにササン朝がおこるとゾロアスター教は

フラにマズダ(賢 明なる者 )を付して、天上の最  国教とされ、教会組織も確立し、その首位聖職者

高神とし、その下にダェーヴァを置き悪霊とした。 はカスピ海南方のライに座を置き皇帝に次ぐ地位

世の初めに善 。悪両原理を代表する2神 が存在  を与えられた。イスラム教徒のイラン侵入 (636年)

し、いずれも創造力をそなえていた。光明 。生命  以後、イランにおけるゾロアスター教は急激に衰え

・ 清浄の神アフラ●マズダと暗黒・死・不浄の神  た。現在の信者は14万人を数え、その内イランの

アングラ。マイニュに統率されるダェーヴァの善  イエズド・ ケルマーン地方に 2万人が住み、その

悪両神の闘争が宇宙の歴史を構成する。この戦い  他は中央アジアやインドに移住している。

は善神の勝利によって終りを告げる。        (A)中 国への伝来

アフラ。マズダは、人間を創造したが、そのさ   北魏のころ中国へ伝来 し、唐代にはi天教(け ん

い人間は行動の自由を与えられた。人間は現世に  きょう)と 呼ばれ、盛行をきわめた。さらに信者
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(主 としてイラン系住民 )の取締 りや宗教的律法

による裁判をとりおこなう特殊な官位 (薩甫ある

いは薩宝 )が行なわれた。長安や洛陽、涼州、敦

建にはテi測朝・ T刃祠が建てられ、イランと同じよう

に聖火の祭壇に参拝していた。唐末845年 仏教弾

圧の際、その余波を蒙って信奉を禁止されたが、

ひそかに信仰する者もかなりあったようだ。エア

ーインディアの研井氏が語っていた奈良飛鳥の謎

の巨岩がイランの拝火殿に類似 しているという説

も唐代に文化交流の深かったことから考えてみる

と全く根拠のないことだとはいえない。解明でき

れば日本の宗教史の流れに一ページを開くことに

なるだろう。謎の巨岩の話はいずれ群井氏が「 ヒ

マラヤ」に発表される予定です。

(B)イ ンドヘの伝来

7世紀中頃ササン朝がイスラム=ア ラブ軍の攻

撃を受けて崩壊するや、信徒の一部の子孫達は 8

世紀末からアラブ支配を逃れ、父祖伝来の宗教を

保持するためインド西海岸 (ボ ンベイ中心 )に 移

り今日に至っている。彼らはベルシャ人を意味す

るペルシャ語の「
パルシー」と呼ばれている。

その他

ゾロアスター教は、ユダヤ教やキリス ト教 とも

関係が深く、「 善神」「 悪神 」を中心とする二元

論的哲学思想はユダヤ教のサタンの宗教思想に影

響をおよぼし、またキリス ト教徒が象徴的に水・
パン・葡萄酒にあずかるのと同じく、彼らは乳・

水・ パンにあずかるなど類似点が多い。

*************************************

ヒマラヤ に関す る質問と解答

************************************

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

く間> インドラサス デォ・ティバは無許可で登

れますか。

<答> IMFの規則では 14,000ft以上の山は登山

申請を提出しなければならないことになっていま

す。従って、上記の山々はいずれも 14,000 ft以上

ですから登山許可が必要です。

ただ、過去の何隊かはこの地区 (ク ルーマナリ)

の山々を IMFの許可なしで登っています。 (地

元の警察には届出ている隊が多い )そ れらの隊が

罰を受けたということは聞いていません。

上記のような事情ですから、時間的余裕があれ

ば IMFに 登山申請を出すのが無難ですが、それ

ができなければ現地 (ク ル )へ行って交渉 してみ

るという方法もあります。

なお、 ビザは登山隊として正式に入国する場合

は IMFの 許可に基づいて登山ビザを申請 しなけ

ればなりません。それ以外の場合は観光ビザを申

請することになります。登山ビザの取得には約 3

カ月以上かかります。観光ビザの取得は 2～ 3日

です。いずれも必要な書類が完全にそろっていな

いと受付けてもらえませんので、事情に詳 しい旅

行業者を利用される方がよいでしょう。

<問> インド登山の隊貨を隊員と同便の飛行機

で運ぶ予定ですが、通関業者を利用 しないと通関

が困難でしょうか。

<答> 通関の事情に詳しい英語のできる人が隊

員にいて、通関事務を担当すれば、強いて通関業

者を使う必要はありません。ただ、税関の書類、

税関の場所、窓日、荷物の運搬、などなど、イン

ドの事情にうといと大変手間をとられます。

従って、この間の担当者の宿泊費、交通費など

を考えると、手数料を払っても業者を利用する方

が安上りだと思います。業者を利用する場合でも

隊員 1名 は業者の仕事に従ってついている必要が

あります。

ただし、別送品扱い (通称アナカン)で なく、手

まわ り品として持参する場合は、到着時に日頭で

申告すればすべて終 りですので、超過利金を支払

って持込んでも、荷物の量が少なければ、別送品

扱いの安い科金と比較 しても大差のない結果とな

ります。 (超過利金は l kg約 2,000円、 別送利金

は約 700円 )

ヒマラヤに関するこ質問はハガキで HAJ名古屋事務所へお問合せ下さい。各地で開催する集会に
もご出席下さいo                               HAJ.
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<ヒ マラヤ学入門 その 49>

ヒマラヤ関係資料 の入手方法 一その 3

稲 田 定 重

地方にいて常時古書の出物を狙 うには古書通信社発行の専門月刊誌「 古書通信」の購読が有効である。

ここには毎号全国各書店がリス トを載せている。いろんな本、資利があるものと、見ているだけでも面

白い。また、一度注文すると名簿に載ってカタログが送られてくる。

春秋には古書展が方々で催される。最近はデパートまで乗り出して大がかりに行なっている。主に大

都市で行なわれるので、地方会員も所用のついでにのぞくとよい。ひいきの古書店からの案内や雑誌、プ

レイガイ ドで知ることができる。

(2)発売元から   店頭に見かけなくなった本でも、書店を通さずに直接発売元に問い合わせると

往々にして残っているものである。絶版だといわれるものでも近年発行のものは トライしてみるとよい。

この方法で思わぬ収穫を得た経験が幾度かある。

(3)非売本の入手・友人   遠征隊や個人的記録は我国の場合よほどニュースバリューがない限り

非売本として小部数発行されているのが常である。これらは特に広告が出たり案内が来るわけでもない

ので、常に気をつけていないといつの間にか発行され、品切れになってしまう。まず再版はあり得ない。

山岳雑誌の図書紹介欄、「 ヒマラヤ」の「 新刊・ 旧刊」欄や、或いは各種研究会のレポート、会報など

に目を配っておきたい。また、各隊あてに予め申し込んでおき発行され次第送ってもらうのも手であろ

う。不幸にして見逃 してしまったり、ずっと以前に出されたものを入手するには、まず編者あるいは発

行者あて照会 してみる(少 しは余部を残 しているものである )。 友人関係などいろんなつてをたどれば

けっこう入手できる。それでも駄目な時は仕方がない。古書店に手をまわして待つということになる。

この意味でも「 集書人脈」というか、常日頃ギブ・ アンド0テークの仲間を作っておくことは大切である。

山岳誌や「 古書通信」などの「 求む」欄がけっこう繁盛 しているが、一般的でない資料は出してもまず反

応はないと考えた方がよい。

最近では東京の著渓堂を始めとして、非売本のコーナーを設けて便宜を図ってくれる店も出てきて便

利になっている。「 地方小出版物流通センター」なども見逃せない。

先にも話 したが、同好の士を持つことは重要である。よく冗談に「 死んだら本はオレが引受けるから」

などと言い合っているが、死なないまでも不要になったら譲ってもらう手もある。古書案内がきた時、

既に持っているものでも「 確かあいつは持ってなかった筈 」ということで知らせてくれたり、一緒に注文

して取 り寄せたりということで、何かと仲間はありがたいものである。「 日本山書の会」などは会員数

は少ないがこの辺の機能は正に得難いものがある。また、一つのプロジェクトチーム、あるいは同好組織

で組織的な研究を進める場合は、お互いの補充結合によって大きな力を発揮するものである。

(4)閲覧 。コピー  どうしても探し出せないもの、高価で入手不可能なもの、買うまでもないと思

われる資料、緊急に必要な場合は、個人や公共図書館での閲覧、複写ということになる。

前記したように国会図書館には世界に誇り得る「 九山文庫」の外国文献はすべて所蔵されている。 こ

のレベルを抜 くことの至難さを考えれば全く恵まれた話である。積極的に活用 したい。それが故人の意

志でもある筈である。「 国立国会図書館所蔵 深田久弥旧蔵書日録」 (国立国会図書館 )が出されている。

我国の主要な公共図書館には大なり小なり関係書は所蔵されているが、特に特定の大学には貴重な文献

を集めているところがある。また、忘れてならないのは「 東洋文庫」であり、「 ヒマラヤ」57号に詳 しく

紹介してあるので参照されたい。 戦災で貴重な蔵書の多くを失ったが JACのルームの蔵書も得難いも

のである (会 員 でなければ利用できないが )。 ネパール関係では日ネ協会で努力されている。公共図書

館ではコピーサービスをしている所が多いので活用したい。 個人の蔵書でもある所にはあるものだから、

礼を尽して利用させていただくとよいだろう。 (つ づく )
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ラ ダ ッ ク (そ の 3)Govt.。 f lndia発行
「 Ladakh」 より宗綱チズ訳

く歴   史 〉

ラダックには最初 3つの部族が移住 してきた。

一番先きにきたのは、カシミール谷から移住した

と思われるMon族である。 彼らは村を作 り、僧

院を建てた。Mon族の次には西方からDard族が

やって来た。彼らはイングス河流域や、 L ehか ら

かなり離れたラダックの東側に奥深 く入 りこんで

住居をかまえた。MOn族 もD ard族 も仏教徒で、

岩の上に仏像を彫ったり、それに色をつけたりし

た。彼 らは急な断崖にそって水路を作 り、ラダッ

クの谷を灌漑 し、耕作 した。Mon族がこの土地に

楽器を持ち込んだのに対し、Dard族はポロ競技

を紹介 した。それは今日まで残っている。

D ard族 は好戦的な民族だったと思われる。彼

らの古い石の彫刻や詩には、家畜のこと、狩猟生

活のこと、雄牛の背にまたがったまま矢を射た姿

が描かれている。

く中   世 》

7世紀から11世紀の間、仏教はカシミール谷か

ら移住 してきた僧達によって勢力を伸 した。彼ら

は僧院を建てたが、その僧院は架空の木彫 りや、

三葉模様で飾られた門の横梁や樋によって、純粋

なカシミール様式とは区別された。

最後の移住者は10世紀のモンゴル族だった。こ

の時代以後、ラダックはカシミール谷との政治的

経済的関係を深めていった。

ラダックの支配者達は祖先がインド人であるこ

とに誇 りを持っていた。そして、彼らはこの関係

を述べるのに
t sakya''と

いう言葉を使った。事

実、いくつかの碑文に、王達の祖先がインドの、

Ikshvaku王 であると記されている。

8世紀には中国がラダックに侵入 した。機敏な

ラグック人はこの敵に対 して激 しい抵抗を示 した。

地方に残る伝説によると、その時は丁度飢饉の時

で、村の男達の半数は、収穫の半分をみすみす失

うことがわかっていても、弓矢を持って守備につこ

うとした。彼らはあらゆる場所で中国と戦った。

ラグック王達の年代記によるとAkyid― Idu―

N geemagOn王は10世紀に西チベットのかなりの部

分を征服した。 しかし、10世紀末にかけて、王族

の分割統治によって占領地の大部分を失った。

16世紀には中央アジアのTurk族 が ラダックを

攻撃したが撤退させられた。17世紀にもTurk族
はこの地域に侵入したが、この時の戦闘でラダッ

ク軍はTurk軍の旗とケトルドラムを奪って完全な

勝利を手に入れた。

ムガールのS hayiehan皇 帝は ラダックを征服し

ようとした。そして、ムガール軍は16日 かかって

険 しい山岳地帯を抜け、 1つの砦 を包囲し陥落さ

せた。 しかし、雪にとじ込められることを心配 し

て撤退した。その後、双方戦火を交えることなく

ラダック王の密使とス リナガールのAuranggeb

王との交渉によって、1664年 ラダックはムガール

帝国の宗主権を認めた。ラダックはこのようにし

てムガール帝国の属国となった。

く近   世 〉

1681年から83年にかけてモンゴル族とチベット

族の混成部隊がラダックに侵入した。ラグック人

はムガール帝国のカシミール総督の援助によって

攻撃者達を撃退した。そして1684年 の条約によっ

て戦争は終結した。1843年 から1841年 の間はラダ

ックは Jammuの Paja Gulab S itthに よって占

領されSin族の領土となった。1841年 Gulab―

S inghの Z arawan Si ngh将 軍が西チベットに侵

入した時、チベットは中国の軍隊の助けを借 りて

これを追い返し、 L ehま で進入したが撃退された。

1842年 にはカシミール・ ラダックとチベット・ 中

国との間に平和条約が結ばれた。 1846年、カシミ

ールはアムリッアール条約によって Raja Gulab

S inghの 領土に加えられた。 この条約によって

Jammuの新 しい州とカシミール は英国の保護下

に置かれた。続いて英領インドの分割とか、英国

の絶対権の衰退とか、絶え間ないパキスタンから

の侵入などがJammuの 州とカシミールをインド

連邦に加入させた。

1947年パキスタンの侵入者達がギルギットやバル

チザン を蹂賄 してラダックに進撃 してきた時、

ラダックの若者は義勇軍を組織 し、侵入者と戦っ

― ll―



た。

2～ 3年のち、ラダックは中国の不正な侵入に

脅かされた。1957年 中国はラダックのアクサイチ

ン地区を横切る道路 を建設した。1958年 と1959年

には重大な国境問題が起った。1959年 の 9月 、中

国は自国の地図が Sinkiang省 が コンロン山脈の

南側まで広がっていないのに、また、アクサイチン

がラダックの一部 と言 ったこ ないのに、イン

ドとの歴史的、慣習的な国境線を公然と拒絶 した。

インド政府は中国に対 して、チベットとS inkiang

省とラグックの境界線は少なくとも10世紀にわた

って、双方に受け入れられていると、度々指摘し

た。

しかし、中国は侵略を止めなかった。中国がラ

ダックに不正侵入した時、ラダック義勇軍の Ja―

w anは インド軍と協力して戦った。 (っづ く )

カシミールとラダックの旅なら

・ ヒ マ ラ ヤ 社 へト ラ ン ス

インド北部カシミールの美しい自然の中に私ど offio zat. 7, F r-) (4,094m). ,-a+
もの本社はあり、ここを訪れる人々をこの美しい  ラ (3,726″ )ら の高い峠へ御案内することができ

自然の中にお運れしています。          ます。

カシミールは、地上のパラダイスとして、世界   ラダックの首都レーでは、祈とうをささげてい

中に知られています。たとえば、澄んだ湖、ほと  るラマ僧、オーム●マニ●パ ドミ・ ホームの教典

ば しり出る小川、頂上には雪をいただき、空にむ  を暗唱しているラマ僧たちに会うこともできます。

かってそびえたつ山々、草原に咲きみだれる花  々 もし、 7月 の初めなら、ヘ ミス大寺院での有名な

など。                      仮面の踊りをお見せすることができます。その他

おい茂った木々におおわれている堂々たる山  々 の月でも、10月 までの間であれば、ここの首都レ

を見ると、その中にある野性の生命、そしていく  ―で、フルー トやたいこのラダック音楽を楽 しむ

つも連なる山々にぞくぞくせずにはいられません。 宴をお客様のためにアレンジすることもできます。

また、種々の魚のいる湖は釣師とスポーツマン  壁画の宝庫、シェーパレスで約24″ の高さをもっ

にとっての天国でもあります。          た仏像なども見ることができます。その他にも、

私どもの社の特色は、インド各地の観光案内は  いろいろおもしろく、素晴らしいものに出会い、

もちろん、カシミール、キシュトワール、ザスカ  きっと楽しい旅を過ごしていただけることと思い

―ル地方の トレッキングなど、山登 りや探検の好  ます。私どもの社では、ハウスポート、ホテル、

きな方々に興味のつきない独特なツアーもおこな  観光案内などのアレンジはすべて、個々の方々に

い、高地の湖での釣 り、狩り、射撃などもお手伝  あわせてお世話致します。また、インドの他の地

いすることができます。              方へのツアーのアレンジもニューデリーの事務所を

そして、ラマ教の地として名高い「 ラダック」 通 して、迅速に手配できます。

への旅行も、私どもの得意とするところでありま   私どもの社を御利用いただければ、きっといつ

す。その上、私どもには、旅行社としての長い経  迄も思い出に残る旅をしていただける事と思います。

験と、日本の文化、言葉に精通 したスタソフがい   そして、皆様をインド、カシミール、ラダックのす

ます。                     ばらしい世界に、日本語の分るスタッフがご案内

登山に興味のある方には、コラホイ (5.425π ) し、生涯の思い出となる事を心より望んでおります。

ハラムク (5.124″ )、 ヌン(7,135″ )、 クン         代表取締役 A.FIDA(フ ィダ)

ク,077″ )、 そして未踏峰の山への挑戦など興味つ  TRANS HIMALAYAN TMVEL AND π)uRS

:な い登山や トレッキングのアレンジを致します。    (日 本語名 :ト ランス・ ヒマラ
1社_l^_

そして、過去20年間閉ざされていて、最近ゃっ  本社
 6ふた季

―
罵ЬIDlマ11馬紀贅ざぜ送」器 11「

と、その間を世界に開いた "月 世界 "ラ ダックヘ     INDIA 電話 5096(S rinagar)
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「ヒマラヤの彼方へ」の講師 ジョギンダール0シ ン中佐の横顔
(COMMANDER・ JOGNDAR S INGH)

1929年 8月 24日 、パキスタンの西パンジャブ地

方のシャルコットに生れ、国立大学であるラホー

ル大学とSt.S tephens大 学を首席で卒業 した。

1954年 3月 インド海軍の委託で軍や警察を含む、

色々な組織で働いてきたが、現在はエアー・ イン

ディアのヒマラヤツアーを進めている。

トレッキング

a)学生時代からトレッキングに大変興味を持

っており、ラダック、ジャム・カシミール、 ヒマチ

ャル・ プラデシュからシッキム、西ベンガル、マ

ハラシュトラ、アンドラ・ プラデシュ、タミール

ナ ドウなどインドのほとんどを広く歩いた。サセ

ル・ カンリ遠征のときは、ラダックに 4カ 月も滞

在 し、ηOλ″におよぶ トレッキングをした。

b)彼は、インドのナショナルハイキングとユ

ースホステル協会の トレッキング委員会の議長で、

今まで 6つの トレッキング計画を組んで、3,000人

近くの人々が参加 している。1976年のジャム・ カ

シミールの トレッキングは大成功をおさめ、国内

いたるところで トレッキングが興味を持たれるよ

うになった。

第 1回 国際 トレッキ ング大会が創立 され、

この中 では沢山の野心的な計画がたて られ、

1,500人もの人が応募 した。

登  山

ダージリンのヒマラヤ山岳協会で トレーニング

を受けた1961年 に始まり、基礎コース終了後、

1963年、テンジン・ ノルゲイのもとで上級 トレッ

キングコースに進んだ。

1963 Rathong(21,∞ O ft。 )遠征隊員

1964 Trisuli(23,210 ft。 )  ″

1964 Nanda Devi(東 峰 )  ″

1967    ″  (主 峰 )(25.645 ft。 )″

1973 s aser Kangri  遠征隊長

サセル 0カ ンリはカラコルムラダックにあって

世界でただ 1人エベレス トを2度登ったナワン・

ゴンプなども参加 した初期の遠征隊では登頂が不

可能とされていたピークである。

またインドチベット国境警察の山岳アドバイザ

ーとしてシブリン、ニルカンタ、ケグルナートな

どを含む23の 主な遠征

の偵察、計画、組織の

管理、実行をやりとげ、

国境警備隊をインドば

かりでなく、国際的に

もトップクラスになる

よう指導 した。

1973年 、過去いくつ

かのインドや外国の隊

が失敗 したサセル・ カンリにインド遠征隊を率い

て挑んだ。エペレス ト登山以来、これはインドに

おいて一番大きな成功であり、政府からPadma
S hri賞 を与えられた。そしてまた彼は、インド

山岳財団の共同幹事で、山岳会などを作る場合の

最高決定権を持つ、 S pOnSOring委員会のメンパ

ーでもある。

著  書

1.ヒ マラヤンジャーナルなどの雑誌の登山に関

する記事の寄稿

2.サ セル・ カンリ遠征の本の出版

役 職 な ど

1.イ ンド山岳財団会員

2.    ″    s ponsoring委 員会々員

3.    ″    共同幹事

4.デ リー山岳協会副会長

5.イ ンドユースホステル協会ナショナルハイキ

ングトレッキング委員会議長

6.イ ンドュースホステル協会実行委員会々員

7.イ ンドキャンピング協会実行委員会々員

8.      ″    幹事

9.ヒ マラヤンクラブ地方幹事

ジョギンダール・ シンは、約 2年前よリヒマラ

ヤツアーの推進のために、エアーインディアで働

いている。日本、東南アジア、オーストラリア、ニュ

ージーランド、アメリカ、ヨーロッパでヒマラヤ

旅行の興味が全速力で広まってきている。

～ ～ ～ ～ ～ *～ ～ ～ ～ ～ *～ ～ ～ ～ ～

講演会ではラダックの旅やサセル 0カ ンリ登山

の様子をスライドをまじえながら話 していただき

ます。ご期待下さい。 (HAJ)
-13-



<H&Sの ベージ > 「 ヒマラヤの彼方へ 」の講演要 旨

シル クロー ドの山 と人     水 野 勉

シルクロードという言葉にはロマンな、甘美な

ひびきがある。シルクロードとは「 絹の道 」とい

う意味であるが、これを最初に云ったのは ドイツ

のリヒトホーフェンであるが、かれはシルクロー

ドではなく、ザイデンシュトラーセンといった。

これを英語にしてシルクロードと最初に呼んだの

は誰かわからないが、シルクロー ドとなって、日

本で大いに流行 した。

ヘディンの本は日本でもかなり読まれているが、

かれは「 シルクロード」という本を書いている。

しかし、これも英訳本の題名であって、原著のス

ウェーデン語のものではない。シルクロードとい

う言葉がどうして日本人にかくも盛んに用いられ

るようになったかがなかなかわからない。

リヒトホーフェンがはじめにザイデンシュトラ

ーセといったとき、かれは東 トルキスタンすなわ

ち現在の新 ウィグル自治区を中心にした古代の

交易路を意味した。 しかし、最近ではシルクロー

ドの意味が広い地域に適用されて、 トルコ、イラ

ン、イラク、アフガニスタンまで入っているよう

である。また、シルクロードは北方のソヴィエ ト

領草原地帯をも通っていたとして、それを含める

人もいる。 しかし、ここでは古い意味のシルクロ

ードを採用して、西はパミールから東は敦燈に至

る地域を扱いたい。いわゆる西域である。

この地域の中心には卵形のタリム盆地があり、

その周囲には山々がそびえ運なっている。特に北

方の天山山脈、西方のパミール、南西のコンロン

は万年雪をいただいてそびえている。

シベリア探検が18世紀において最盛期であった

のに反 して、中央アジア探検は19世紀において最

も盛んであった。そして1880年代までが地理学的

探検時代とすれば、それ以後、19世紀末から20世

紀初頭にかけては考古学的探検時代といえよう。

特に考古学的探検は、世界の各国、ロシア、イギ

リス、 ドイツ、フランス、日本などから多くの学

者たちが入りこみ、次々と新発見をしていったか

ら、中央アジア探検がまるで考古学的探検そのも

ののような観を呈 したのであった。そして、当時

の日本人の夢とロマンをいやが上にもかき立てた

のである。

プルジェヴァルスキー、コズロフ、スタイン、

ルコック、グリュンヴェーデル、ペリオ、大谷探

検隊、ヘディンなどの名を聞くと、はるかなシル

クロードを思いやって、胸おどる人が多いと思う

が、これは1900年 前後の考古学的探検時代のはな

やかな活躍がバックにあるのである。

しかしながら、山岳地域に入った探検家となる

と案外に少ない。特にコンロンとなると未だにテ

ラ・ インログニタといえよう。

初期の山岳探検者というと、まずあげねばなら

ないのはシュラギントワイ ト兄弟であろう。かれ

らは18"年代という早い時期にコンロン山地を歩

き廻っている。かれらの学術報告書はぼう大なも

ので、なかんずく、その附図は大きく美麗である。

しかし、紀行は ドイツ語版でやはり四巻 として発

行された。この三兄弟のうちアドルフがカシュガ

ルで殺された。

殺されたのはかればかりではない。それから40

年後には、フランスの探検家デュトルイユ・ ド・

ランも土民に殺された。それ程有名でなくても、

タリム盆地の地理学的探査に功績のあったグルグ

レィシュも1888年 カラコルム峠で殺されたし、ヘ

イワードも1869年殺された。

中央アジア探検史は勇敢な多くの探検家の血に

よって塗られているといっても過言ではない。

この地域における山岳は、はじめスタインの探

査によって、写真や地図がもたらされ、スクライ

ンなどのクングール山群探査を経て、戦後、ティ

ルマン、シプトンら登山家による試登へと結びつ

いていった。ソヴィエ ト領パミールは戦前におい

て登山の対象となったが、それ以外には登山の対

象というわけにはいかなかった。

更に、戦後間もなく外国人には閉じられたので、

ヒマラヤやカラコルムにおける登山が最盛期を迎

えたのに反 して、またもや、はるかな憧憬の山々

となってしまった。それだけに、特にシルクロー

ドではコンロン山脈は、われわれにはいまだに未

知の地域 として残 って しまっているの

-14-

◆◆水野勉氏の主要訳書「 ヒマラヤ」(J。 デュピュイ

自水社刊 )を 会場で販売いたします。 ヒマラヤの

全域を知るのに最も良い本の一つです。 (HAJ)



み ん な の ヒ マ ラ ヤ ■一 ― ― ― 十■ 日 本 ヒ マ ラ ヤ 協 会 (HAJ)

◆ 入 会 の お す す め ◆

日本ヒマラヤ協会は下記のような主旨に基づき、各種の行事を計画しております。わが会の主旨にご

賛同いただき、日本ヒマラヤ協会の会員に加わっていただきたくご案内申し上げます。入会申込書に必

要事項をご記入の上、入会金 0年会費をそえて名古屋事務所までご送付下さればすぐ、会則その他参考

資利をお送 りいたします。年令・ 性別・経験を問いません。

日本ヒマラヤ協会会則 (抜すい )

第 3条 本会はヒマラヤをあらゆる分野において理解し、その活動を基にしてヒマラヤ地域の国と

日本の文化交流と協力および親善に寄与することを目的とする。

第76条 会員を分って下記の二種とする。

(1)普通会員、入会金 2,500円 および会費 4,000円 を納める者。ただし夫婦会員の入会金は

3,000円 とする。 (会費は月刊誌「 ヒマラヤ」の年間購読利に当てます )

◆ HAJの 活 動 ◆

A ヒマラヤの旅・ トレッキング、ヒマラヤ登山・ 調査隊……ネパール、アフガニスタン、カシミー

ル、パキスタンなどへ年 1～ 2回 HAJ HIMALAYAN EXPEDIT10N,TOURと して送 り出 し

ている。

B 研究会活動……ブータン研究会、 ExpeditiOn研究会、チペ ット研究会、ラダック研究会、 ワハ

ン研究会、東部 ヒマラヤ研究会、宗教研究会、地図研究会があり、関連分野の研究やその地域を訪

れることを目的 とした実践的研究を小 グループでおこなっている。

C ヒマラヤ関係資料の出版 (主 として会員有料配布用 )

「 ネパール王国旅行案内」「 カトマンズとその周辺」「
エベンス トの麓へ」「 ネパールの旅」「 第 1回東北ヒマラ

ヤ研究会報告書」「 トレッキングのすべて」「 ネパール ヒマラヤ トレッキング」「 第2回東北ヒマラヤ研究会」

「 ワハン研究」「 ブータン研究」「 チベットとラダック」「 カシミールの山」「 ExpeditiOn I」「 ヵシミールの街

と山」「秘境小チペット・ ラダック」「 ヒマラヤの桃源境」「 第3回東北ヒマラヤ研究会報告書」「
ヒマラヤを歩

きそして登るために」など多数。

D 会員の利点

a ヒマラヤの旅、調査隊、登山隊に参加できる。日本山岳協会に東京都山岳連盟より加入 している。
b ヒマラヤ資利の入手、あっせん。会報「 ヒマラヤ」の無料配布 (毎 月 1回発行 )

c ヒマラヤ各地の事務所、連絡所の利用 (ネパール、カシミール、マナリ、ダージリンなど )

d 会員カードの発行 (ヒ マラヤ各地の旅行社、有力者、航空会社などに協力してもらえる )

e ヒマラヤ各地のデポ装備の利用

f ヒマラヤ研究会、集会への優先参加 (年 20回以上。札幌、東京、名古屋など各地で。無利ま赳ま実費 )

E基 金

出版基金、ヒマラヤ基金などがありHAJの 活動をささえています。
F H&Sプ ラン

ヒマラヤとシルクロードを 1周するという遠大な計画で、ガンジスの川下 りから8,000″登山、 ヒマ

ラヤサイクリングなどユニークな計画がいっぱいです。会員ならどなたでも参加できます。

～～～～～～～ HIMALAYAN ASSOCIAT10N OF JAPAN (HAJ)～ ～～～～～～

――‐15-・



Jネ ′

アンナプルナを望むこのノウグラの丘は、標高
が 1,450″で 高山病の心配はありません。アンナ
ブルナ山群が圧倒的な姿で間近かにせまります。
青 く澄み切った空と自く輝く山々、ネパールの人
々の素朴な生活の一端に触れることのできる、こ
のッアーは子供からお年寄 りまで参加できます。
ポカラの湖は、その湖面にアンナプルナの美 しい

姿を映 しています。また、バザールでは珍 しいチ
ベット人の民芸品を買うことができます。

<Wfi. HILL >

コ ー ス 期 間 出発日 費 用 0 添乗員

A 8日 間 12B2sE 286,000 有

B rs EFd 2月 26日 384,000 有

C(フリー) 29日間 12825H 212,000 な し

④ く日 程> 8日 間 (定 員 20名 )

③ <日 程> 15日 間 (定 員 20名 )

都 市 名 時 刻 交通機関 概 要

東
カルカッ

示
タ

13
21

40
45 A1303 より空路にて、カルカッタヘ。

ア

カル カ ッタ

カ トマ ンズ
IC247 空路

差五
にてネパールの首都カトマンズヘ。
月ヽ フ

~∠
レ

`ゝ

。________

カ トマ ンズ 滞  在
終 日市内観
ン市などを

光。 (目 玉寺や近郊の街パタン市やバ ド
~ガ

オ
星皇_し ま立b)

カ トマ ンズ

ポ  カ ラ

８

７
バ     ス

午前中自由行動。陸路にてポカラヘ。
着後ホテル全蛙___

5～11 ポ  カ ラ
ボカラ、バザールな どを見学 します。

=生2_ど三些2壁二Lト レッキング。
12

ラ

ズン

カ

マ

ポ

カ
∞

∞
ス 陸路にてカトマンズヘ戻ります。

13
カ トマ ンズ

デ  リ ー

ll : 00
12 : 15 RA207 夕刻の便にてデリーヘ。着後ホテルヘ。

14
15

ア
東

リ

示

20: 00
121 20

A1310
霊関:慶展蒙「

動。夜の便にて東京へ (機中泊 )

◎
m~2123踊 喚7?嘱 ウ`闘鼎纏鰹挽覇孵瓢認鸞そ現考ク復肝ヵル摩晃急ま

デリー )2泊分を含む。
実施最低人員 20名° なお、上記の日程と費用は52年 4月 1日 を基準とします。 現地事情などで予告なく

変更する場合もあります。旅行条件その他については祥細なパンフレットがありますのでお問合せ下さヤ、
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都 市 名 時 刻 交通機関 概 要

1
東
ア リ

示 14
23

15

59
A1309 羽田より空路にてデリーヘ。着後ホテルヘ。

デ  リ ー
カ トマ ンズ

10 : 00
11 1 50 IC413 空路にてネパールの首都カ トマンズヘ。

到着勢ホテルヘ^

カ トマ ンズ 滞   在
終日市内観光。 (目 玉寺や近郊の街バタン市やバ ドガォ
∠主童」塑L監学 しますハ

カ トマ ンズ 滞  在
早朝
後自

、山
由行

fr7 ,4 l. (--svx t t 間近に望みます。)その
|を 楽 しんで下さい。動。パザールにてお買物

カ トマ ンズ フ リー

カ トマ ンズ

カル カ ッタ

10: 30
11: 15 RA213 フ リー

力

東

ル カ 夕

一只

21 : 30
12 : 45

A1302 午前中自由行動、夕刻の便にて東京へ。
通関後解散。 __



C¨ A:Uの トレッキング用海外旅行保険″)

この保険は、 トレッキングをふくむ旅行期間中のケガや病気による医療費、死亡金をお支払いいた

します。ただし、ザイル、ヒ
°
ッケノヽ アイゼンなどを使用する登山行動中の事故はカバ ーいたしません。

保険料はタイプおよび期間で決ります。 3タ イプの うち 1タ イプをお選び下さい。申込書の「 旅行

目的 」の欄に「 Trekking」 とタイプ名 (A、 B、 C)を お書き下さい。申込書はHAJ名 古屋事務所にあ

りますので、出発前 1カ 月以前にお問合せ下さい。

保 障 の 内 容 Aタ イプ Bタ イプ Cタ イプ

傷

害

死亡 。後遺障害 500万円 1,000:万 F] 2,000万 円

傷 害 治療実費 200万 円 250万円 300万 円

疾

病

疾 病 治療実費 200万 円 250万円 300万 円

疾 病 死 亡 500万 円 500万円 500万 円

なお、保険期間の数え方 として″へ 初日は算入 しませんぃたとえば

11月 10日 から11月 24日 までの旅行ですと、保険期間は14日 間。 また、
普通の観光などを目的 とした海外旅行のための保険も扱つています。
保険料は上記の約 L/3に なつています。

保 険 料 金

保 険 期 間 Aタ イプ Bタ イプ Cタ イプ

8日 ～ 10日 間 迄 12,150円 18,910円 30,760円

11日 ～ 14日 間迄 12,650円 19.610円 31,760円

15日 ～ 17日 間迄 12,960円 20,020円 32,320円

18日 ～ 21日 間迄 13.510円 20,820円 33.520円

22日 ～ 24日 間迄 13.920円 21,330円 34,180円

25日 ～27日 間迄 14,490円 22,160円 35,410円

28日 ～ 1カ 月間迄 14,740円 22,510円 35,910円

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしてお ります

ツアー名

*:,,tV2o- i-^ 6,000+
*j,r.'-)vL77h"=Z
*Y1Afl?rffi{Htr9;^ '
*7(^Rtv2+Lzzh"=

ロ

タ ン

ン と最

ス タ ン

―
お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

一

一 般 登 録 372号

欄 トラベル ジャパ ン
T100
ラクチ ョ

担   当

東京都千
ウビル 5

代田区有楽町2-2-1
呪ぃ|,電話 (03)572-i461

外池・小島・丹羽・藤本

ヒ マ ラ ヤ でお 正 月 を ベース料金 212,000円
〔東京・ カ トマ ンズ往復 ,デ リー及カルカ ッタの乗継代含〕

12月 25日発 :29日間/12月 26日発 :15日間/12月 29日発 :8日間/各 20名
現地費用は別途例 8日 間/3食 ホテル付観光含 74,000円

以上は いずれ も 52年 4月 1日 を基準に して い ます 。現地 事情 そ の他で変更 す る場 合
もあ ります。

お問合せ・ お申込みは

エ ア・ イ ンデ ィア名古屋営業所 群 井 照 和

〒 450名古屋市中村区堀内町 ホテル・ニューナゴヤ747号室
`雪

(052)583-0747

主 催
=

〒 100

トラベル・ ジ ャパ ン (株 )一 般 登録 372号・ 取扱主任 …・外ノ池 愉平

東京都千代田区有楽町 2-2-1 ラクチ ョウビル 5F .會 (03)574-0241



ヒマラヤ《人と辺境》西■栄蔵編

1島あ
:榛

1縦家ネイ・イライアス 喜織萌撃訳 ¥2400
^ス ウィンソン
`国境のかたた一大操検家ベイリ‐生涯 松月久左訳 ¥1800

3各 [J打写:ЬII蓬l       倉知 敬訳 ¥1900
,CFシ ョーンバーグ

・ 異教徒 と氷河 ―チトラール紀行 雁部貞夫J( ¥1700
_スネルグローヴ
° ヒマラヤ巡ネL        吉永定雄訳 ¥_2000

^Wテ ィルマン
・ カラコルムからパ ミールヘ  薬師義美訳 ¥1600
_シ フトン
′ダッタンの山々       水野 勉訳 ¥1600

四六判 総布装箱人

西域探検紀行全集全15巻・別巻
四六判 ¥1400～¥3000

深田久籠著 望月達夫・諏訪多栄蔵・雁部貞夫編集

ヒマラヤの高峰 全3巻

A5判 各 ¥5800

田辺主計・望 月達夫訳

ラ ヤ嘲 籠皇―(第 2版 )

振替東京 9-33228/電話03-291-7811白 水 社東京都千代田区神田小川町 3-24番地

塵銹

メイスン著

ヒ マ

日
本
山
岳
会

・
編

古早
川登
山
研
究

高
所
医
学

Ａ
５
判
三
七
六
パ
‐
／
三
〇
〇
〇
円

年
々
隆
盛
の

一
途
を
た
ど
る
わ
が
国
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
も
、
高
所
の
諸
問
題
―

‐と

く
に
高
山
病
と
高
所
順
応
に
関
す
る
研
究

は
立
ち
遅
れ
気
味
で
、
多
く
の
貴
重
な
体

験
が
無
為
に
放
置
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は

こ
れ
ら
の
体
験

・
知
識
を
整
理
し
、
実
践

的
な
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
日
本
山
岳

会
高
所
登
山
委
員
会
の
研
究
成
果
を
、
現

在
第

一
線
で
活
動
中
の
執
筆
陣
に
よ
っ
て

権
威
あ
る
論
文
に
集
約
し
た
全
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
者
必
読
の
書
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ル

・
ウ
オ
ー
ド
著

御
手
洗
玄
洋
＋
中
島
寛

・
訳

Ａ
５
判
四

一
六
で
／
四
五
〇
〇
円

登
山
家
で
あ
り
外
科
医
で
も
あ
る
著
者
が

一
九
五
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
体
験
を
も

と
に
書
き
下
ろ
し
た
登
山
医
学
書
の
決
定

版
。
高
所
の
ス
ト
レ
ス
下
に
お
け
る
人
体

の
反
応
を
詳
細
に
研
究
し
た
結
果
、
事
故

例

。
予
防

・
治
療
の
三
つ
の
面
に
つ
い
て

総
合
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。

好評発売中 / 東京都港区芝大門 1-1-33
電話・436-4021代  =〒 113山と渓谷社

ネパー ル・ ヒマ ラヤ の 地 図※Gガ マ ツプ  ハ ウ ス

o *,:-)t, 17406,880 2 ttf,E
O ,>i-. Ez-)|,(-xvzl 1,/5T>
o 7='ta2/<(-xvzl 1/2,5T)
O -^t/Z I 1r/ 10z.
O F, a7-. 2=a2 E>r- ( 1,/5T ) 2&aE
O a*tv2t2/ Y<-1, (1/5T> 2tkf,E
o 7.,<-tt, 1,/100T (oNC H-9 )
o 4,\-^, 1,/S0n ( TPC H-g-A, B, C, D )
O 4 r7,t 7> tia>7 q 7-> | (,<-Yq r- f,.-tt)
Q Z-<-lv - 7*y I t</7< (Bo-Brrh , Munchea)

渋谷店 =東 京都渋答X:講コ l町 15-1
東京都渋谷区宇曰 l陶 21

事務所 =東 京都渋答函調コ l陶 3-14

,渋
`谷

′くルコ5F   ttF'03-464-6867
渋谷西武 Btt BI T 03-462-0111
渋谷セントラルビノ晰F雪 03-496-0431

セット

セット

セット

各

1,0
3.4
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9

9
7

2,5

8o円
50円
70円
00円
00円
90円
60円
60円
60円
00円

A5判  ¥4000

デユピュイ著 水野 勉訳

ヒ マ ラ ヤ  ¥550



ヒマ ラ ヤ の

近

　

　

刊

新

　

　

刊

ご
案

内

日
本
山
岳
会

ナ

ン
ダ

・
デ
ヴ

イ
登
山
隊

世
界

の
登
山
史
上
輝

か
し

い

一
頁
を
記

し
た
初

の
東

西
峰
縦
走

第

二
版

加

商

事

安

―

Ｉ

Ａ

五
判

四

人

二
貝

　

定

憫

二

五
Ｏ

Ｏ

円

如
年

近

く

に

わ

た

る
凛

古

．

ヒ

マ
ラ

ヤ
時

登

山

と
探

検

の
紀

行

マ

ナ

ス

ル

ー

９

７

４

川
鉢
峨
離
鞍
討
諄

同
人

ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
　
Ｂ
五
判

二
六
〇
頁

　
定
価

三
四
０
０
円

女
性

の
可
能

性
を
追
求

し

て
紆
余
曲
折

の
末
実
現

さ
せ
た
軌
跡

森
林

・
草
原

・
氷
河

ナ
ン
ダ
・デ
ヴ
ィ
縦
走

逃
か
な
る
未
踏
の
尾
根

ブ
ー
タ
ン
感
傷
旅
行

続
ブ
ー
タ
ン
感
傷
旅
行

①
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

深
田
久
爾

朝
日
選
書

酪
舵
隊
が
往
来
し
た
絹
の
道
、
怒
濤
の
如
く
進
撃
し
た
ア
レ
キ
サ
ン

グ
ー
大
王
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
そ
し
て
文
明
の
興
亡
に
想
い
を
馳
せ

る
…

‥
山
に
生
き
、
山
に
死
ん
だ
作
家
が
、
東
洋
と
西
洋
、
現
在
と

過
去
と
の
接
点
を
求
め
て
、
訪
ね
歩
い
た
中
央
ア
ジ
ア

・
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
。
早
く
か
ら
著
者
が
あ
こ
が
れ
た
砂
漠
と
神
秘
の
地
を
奔
放
に

描
い
た
絶
筆
探
検
紀
行
。

定
価
七
四
〇
円

朝
日
小
事
典

ヒ

マ
ラ

ヤ

川
喜
田
二
郎
編

文
明
史
・
地
誌

・
歴
史
か
ら
、
現
代
事
情

ｏ
自
然

ｏ
探
検
と
登
山
に
お
よ
ぶ

大
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
の
全
体
像
。
ベ
テ
ラ
ン
を
結
集
し
た
最
初
の
総
合
文
献
。

定

価

九

八
〇

円

山
に
生
き
、
山
を
愛
し
、
山
で
死
ん
だ
作
家

。
深
田
久
爾
―̈

―

山
の
文
学
に
不
滅
の
足
跡
を
残
し
た
著
者
の
名
作
を
１２
巻
に
集
大
成
／

深
田
久
蒲
山
の
文
学

佳
¬ド

全12巻

日

本

山

岳

会

東

海

支

部

　

Ｂ
五
判

四
六

二
頁

　

定

価

四
八
〇
〇
円

マ
カ

ル

ー
東

南

ル

ー

ト
登

頂

に
成

功

し

た

記

録

。

資

料

が
豊

富

登

頂

ゴ

ジ

ュ
ン
バ

・
カ

ン

高
橋
　
進
編
―

Ｉ

Ａ
五
判

三
五
０
頁
　
定
価

九
〇
〇
円

開

け

っ
ば
な
し
な
文
章

で
記
録

し
た
異
色

の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
頂
記

未
踏

の
山
河
シ
プ

ト

ン
自

叙

伝

大
賀

二
郎

・倉

知
敬
訳
　

Ａ
五
判

四
三
〇
頁
　
定
価

一
九
〇
〇
円

未

踏

の
地
を
求

め
る
シ
プ

ト

ン
の
、
息

の
長

い
遍
歴
を
た
ど

る

■

力

全

弘
Ｉ

Ｂ

六

『

二
六

四

買

　

定

価

九

八

０

円

実

し

い
自

然

の
中

の
小

さ

な

王
国

の
息

吹

き

を

伝

え

る
旅

行

記

小

方
全
弘
―

Ｉ
Ｂ
六
判

二
六
０
頁
　
定
価

一
五
〇
〇
円

国
連

加
盟
、
先

王
逝
去
、
新
国

王
即
位
等
歴
史

の
証
言

が
あ

る

お
茶

の
水
店

三
階

が

「
山

の
本
」

の
売
場

で
す
。
各
種
山
岳
会

に
よ

る
海

外
遠
征
登
山

の
記
録

や
報
告
書
な
ど
を
幅
広

く
取
り

揃
え

る
よ
う
努

め
て

い
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
下
さ

い

完結発売中′

匡
わ
が
山
山
　
　
　
　
Ｅ
日
本
百
名
山

□
山
頂
山
麓

　
　

　

固
雲
の
上
の
道

□
わ
が
愛
す
る
山
々
　
日

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
ω

匡
薄
洒
な
る
自
然

　

匿

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
ｍ

定
価
各

一、
八
〇
〇
円

ロ

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
∝

ロ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

□
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史

匡
九
山
山
房
夜
話

著 漢 営
■出版日録送呈■お買上げ、ご注文は最寄り書店をご利用下さい
0101東 京都千代口区神口駿河台2-1 電話 03-291-9442 :捩 替東京8-24723お茶の水駅前 (西 口 )



日
本
人
に
よ
る
わ
が
国
初
の
日
で
見
る
民
族
誌

好
評
発
売
中

全
８
集

監

修

梅

悼

忠

夫

〈国
立
民
塗

子
博
物
館
長
〉

Ａ
４
変
型
判
　
各
１
、
５
０
０
円

日
本
人
の
調
査
に
よ
る
わ
が
国
初
の
本
格
的
民
族
探
検
の
集
大
成
。
未
公
開

写
真
を
多
数
含
む
感
動
の
人
間
記
録
。

①

オ

セ

ア

ニ

ア

　

　

発
売
中

⑤

ョ

ー

ロ

ッ

パ

５２
年
１２
月
予
定

②

東

南

ア

ジ

ア

５２
年
８
月
予
定

⑥

ア

フ

リ

カ

　

　

発
売
中

③

イ

ン

ド

・
ヒ

マ

ラ

ヤ

発
売
中

⑦

北

ア

メ

リ

カ

５２
年
１０
月
予
定

④

ア

ジ

ア

北

部

・
西

部

発
売
中

③

南

ア

メ

リ

カ

　

発
売
中

猟
一
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
開
始
５０
周
年
記
念
番
組
よ
り

人間

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「未
来
へ
の
遺
産
」姉
妹

′全
巻
発
売
中

ヽ

ヘら人間

地
球
的
規
模
で
古
代
遺
産
を
取
材
し
た
大
判
カ
ラ
ー
写
真
集
。
大
地
に
眠
る

人
類
の
偉
大
な
足
跡
を
新
た
な
視
覚
で
と
ら
え
る
。

幕
対
話
域
二年
心
に
奎
情的
な
山
岳
地
彰歯
集

北
海
道
↓
中
部
山
岳
（北
部
）編
　
中
部
山
岳
（南
部
〉↓
九
州
編

●
Ｂ
４
判
・全
２
０
２
Ｐ
（収
録
　
●
Ｂ
４
判
・全
１
９
０
Ｐ
（収
録

地
図
５１
図

・
解
説
及
び
解
説
　
　
地
図
３８
図

・
解
説
及
び
解
説

図
９９
Ｐ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
８ｌ
Ｐ
）

［地
形
図
］＋
［ル
ー
ト
図
・解
説
］の
山
岳
検
討
図
書
。

●
国
土
地
理
院
５
万
分
の
１
地
形
図
に
合
む
１
５

０
０
ｍ
以
上
の
山
岳
を
５
万
分
の
１
で
収
載
し
、

コ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
プ
地
等
を
記
入
。

●
概
念
図
、
行
程
図
、
ル
ー
ト
図
、
宿
泊
、
交
通
、

人
文
、
動
・
植
物
、
参
考
文
献
等
を
詳
解
。

卜

　

　

　

　

　

　

」
Ｆ

薇
″■
へ２
重
産
一

①
天
は
語
ら
ず

②
誰
が
ど
ん
な
情
念
て

③
壮
大
な
交
流

④
は
る
か
な
る
伝
言

⑤
心
の
な
か
の
宇
宙

愛
蔵
版
未
来
へ
の
遺
産

全
３
冊
セ
ッ
ト

ー
０
、５
０
０
円

豊

琳
0

菊
５
判
　
各
９
８
０
円

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「遺
跡
の
旅
」を
中
心
に
古
代
世
界
の
魅
力
を
地
域
別
に
収
録
。

カ
ラ
ー
写
真
を
多
数
合
ん
だ
迫
真
あ
ふ
れ
る
臨
場
感
で
古
代
遺
産
を
再
現
。

①

エ
ジ
プ
ト
ｏ
メ
ソ
ボ
タ
ミ
ア

②
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

③

マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
ｏ
イ
ン
カ

④
地
中
海
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

⑤
ア
ジ
ア
ｏ
ア
フ
リ
カ

全
５
集

Ａ
４
変
型
版
　
各
―
、
８
０
０
円

縮
尺
５
万
分
の
１
日
吉
沢

一
郎

・
他
編

第
１
集

第
２
集

Zゝ
」L

5
巻

o,145東京都大田区上池台4-40‐5

8東京(03)720-lllI(大 代表 )

全
２
集
セ
ッ
ト

好
評
発
売
中
″

全
２
集
セ

ッ
ト

現
金
価
格

２
４
、
０
０
０
円

●
分
割
払
も
あ
り
ま
す 全2

局士冗
〓
及

日
民団

¨

全
集
発
売
中

学研の本

0っ書き ●番0害6 0=●む0でCG800●

」
松本



カシミールの
街と山

(新版ガイド)

カシミールの旅行・ トレッキン

グ案内・ スリナガールの観光を

中心にしまとめたもの。写真な

ど多数。ハンディなポケット判。

1975.5  B6 66]P)

6∞ 円 〒 100円

日本ヒマラヤ協会
出版物案内

(H▲J)

発売テ・〒101東京都千代田区神田小
川町 3-14第 1万水ビル2F

(株 )地方 。小 出版流通 セ ンター
特約書店
海南堂GRttD,大野屋書店ぐ霊塚),右
漢堂(東京),成美堂(札幌),ア カデミ
イ書店(広島),山中書店(名古屋)な ど。
問合せ。〒468名古屋市天白区一つ山

1丁 目44-7
振替 名古屋 21465番

日本ヒマラヤ協会

ヒマラヤを歩き
そして、登るために

ヒマラヤ現地情報, トレッキン

グ・セ ミナ。パネル討議・高処

登山の問題.イ ンド・ ヒマラヤ

の登山,通関 ,高処ポーター ,

現地事情など。

1975。 1l B5 :η '4P

2,4∞ 円 〒300円

秘境小チベット
ラダック

インドの北西 ,チ ベ ッ トの西に

ある秘境 ラダックヘ戦後初めて

入 った記録。 ラダックの民族・

歴史など。地図三葉つき。

1975.8 B5 132P
2,400円 〒200円

バダクシャ
｀
ンから

ヌーリスタンヘ
アンガニスタン北奥の

踏査・登山
u文

明の十字路 "と いわれるア
フガニスタンの山旅 を豊富な写
真 とスケッチで綴 った楽 しい読
物。アフガニスタン登山の手引
にもなる。

1977.2  B5  168P
2,"0円 〒2∞ 円

ヒマラヤの桃源境
ブータン・シッキム・アッサム

めず らしい写真 と紀行 を中心に

まとめた楽 しい もの。 ダージリ

ン周辺の トレッキングも含む。

1975.8  B5 195]P

2,200円 1〒 300円

ネパールヘの旅
(新版ガイ ド)

ネパールを訪れ る人のた めのハ

ンディなガイ ド。

カ トマンズの街 や周辺の旅行案

内。 ネパール語会話集 も巻末に

あ り。写真 など多数。

1975.1l  B5 66 P
600円 〒 1∞円

月刊誌「ヒマラヤ」

ヒマラヤ,シ クルロー ド, ビル

マ,チ ベットなどの情報がいっ

ぱい。毎月 1回 1日 発行 500円

〒50円 年間講読料 4,000円

(〒ⅡAJ負担 )

日本 ヒマラヤ協会々員には無料

配布。

カンジェラルワ

初 登 頂

1973年 ,西 ネパールのカンジロ

バ ヒマールに遠征 した遠征隊の

記録。写真 ,カ ット多数。

1976.10.10  135  173]P

2,∞0円 〒 200円

シェルパの履歴書

ネパールの シェルパで活動 して

いる者ほとんど全員 をリス トア

ップした。顔写真 ,登山歴 ,評

価 ,文献など。インド・ ヒマラ

ヤのシェルパ も一部含む。

1977.3  B6 198P

2,400円 〒 2∞ 円

中央アジア
シルクロード
(新版ガイド)

天山の麓の街 ,チ ベッ ト,ア フ

ガニスタンやパキ スタンの奥地 ,

イランや トル コの山々,そ して ,

シルクロー ド車の旅 などロマン

をさそうガイ ド.

1977.5  36 167P
l,600円 〒 140円

インドヒマラヤ
のすべて

インド登山の手続や,イ ンド登

山隊の記録 ,サ セルカンリ研究 ,

シッキム研究などイン ド・ ヒマ

ラャの ことがいっぱい。

1976.11.10  B5  160]P

2,400円 〒 300円
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口
い
　
　
ノ
コ

Ｊ
だ

μ
ら

編
　
集
　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
編
集
委
員
会

大
自
然

の
神
秘
と
雄

々
し
さ
、

ガ

ッ
ツ
な
ト

レ

ッ
キ
ン
グ
ー
ー
ー
ヒ

マ
ラ
ヤ

東
は
ブ
ー
タ
ン

・
シ

ッ
キ
ム
か
ら
、
西
は
ガ
ル
ワ
ー
ル

・
ラ
ダ

ッ
ク
、
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
と
二
千
キ

ロ
。

実
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
の
三
倍
で
す
。
雄
大
な
八
千

メ
ー
ト
ル
級

の
巨
峰
の
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
自
分

の
足
で
踏
み
じ
め
、
自
分
の
肌
で
感
じ
る
ワ
イ
ル
ド
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
も
及
ば
な

い
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

阪
京
ン
ン

大
東
ホ
バ

ノ
ー

・
公
害

時
間
に
追
わ
れ
、
人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ

し
さ
に
悩
み
、
た
ま
に
は
仕
事
か
ら
逃
げ

出
し
た

い
と
思

っ
て
い
る
都
合

の
ビ
ジ
ネ

ス

マ
ン
達
。
彼
ら
に
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓

の
魅
力
を
教
え
て
あ
げ
て
ぐ
だ
さ
い
。

８
０
０
０

ｍ
級
の
巨
峰
が
連
な
る
大
自
然

の
景
観
。
斜
面

一
帯
を
華
や
か
に
色
ど
る

花
園
の
美
し
さ
。
海
抜
４
８
６
５

ｍ
、
常
に

雪
塊
や
水
塊
を
た
た
え
て
い
る
ア
ル
ハ
ル

ウ
ッ
ト
湖
の
神
秘
的
な
静
け
さ
。
す
べ
て
が
餃

ら
の
求
め
て
い
る
超
現
実
的
な
世
昇
で
す
。

ダ
‥
ジ
リ
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

「
ダ
ー
ジ

リ
ン
」
は
海
抜
２
１
３
４

ｍ
の
高
地
に
あ

り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
上
流
階
級
や
外
国
人

た
ち
の
別
荘
も
多
く
、
健
康
的
な
雰
囲
気

に
あ
ぶ
れ
た
街
。
こ
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
南

東
わ
ず
か
ｎ
キ

ロ
の
地
点
に
あ
る
タ
イ
ガ

ー

・
ヒ
ル
か
ら
望
む
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン

ガ

（世
界
第
３
位
）
や

エ
ベ
レ
ス
ト
の
偉

観
は
，
文
字
通
り
仕
界
最
高
の
も
の
。
兄

る
人
の
心
に
衝
激

に
も
近

い
感
動
を
与
え

ず
に
は
，お
き
ま
せ
ん
。

シ

ッ
キ
ム

ご
く
最
近
ま
で
鎖
国
状
態
で
あ

っ
た
シ

ッ

キ
ム
ヘ
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
な

い

現
代
の
「桃
源
境
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
す
。

王
宮
を
中
心
に
神
秘
の
国
が
、
静
か
な
た

た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
の
途
中

に
あ
る
カ
リ
ン

ポ

ン
の
町
も
、
景
期
滞
在
に
向

い
た
静
か

な
リ
ゾ
ー
ト
。
買
物
も
楽
し

い
思

い
出

に

な
る
で
し
ょ
う
。

〔註
〕
シ

ッ
キ
ム
入
境
の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別
に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
エ
ア

・
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合
せ
く
だ
さ

い
。

ガ
ル
ワ
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ル

ワ
ル
地
区

は
、

デ
リ

ー
の
北
束
約

４
０
０
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
１
９
７
４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
グ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
ゃ
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物

の
宝
庫

″花
の
谷
″
や
４
０
０
０

ｍ
を
こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。

テヘラン
モスコー

―ヨーク|
ロンドン

ノヽ:リ

クフルト
ュネーフ
ローマ
カイロ

.イ ルート
クエイト
ハーレン

フラン
ジ

コン
コク

・　
　
べ

　
　
″
′ヽ ッ カ

アディ

マ

スアバパ
アテン

スカット

昇多少壬
ドーハ

ダーラン

モーリジャス

スニ責
~

ジャカルタ
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世界の35都市 をネッ トする 東 ● 区有楽町日比谷パークビル〒100803‐ 367‐ ll
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